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　軽井沢国際音楽祭は、夏の避暑地で行われる音楽祭
として今年で13回目を迎えるが、今年の夏からそのメイ
ンスポンサーを務めさせていただくことになった。きっ
かけは、日頃から尊敬お慕い申し上げているシスコシ
ステムズ合同会社平井康文社長からお話をいただいた
ことだ。実は、大好きなクラシック音楽になんらかの形
で関われたらいいなと思っていた矢先のことだった。
　長野、特に北佐久地域とホッピーとのつながりは深
い。戦前、祖父の石渡秀は千曲飲料という合資会社を佐
久につくり、そこでラムネの製造を始めた。東京では冬
にラムネの売り上げが落ちるのだが、雪国ではスキー
やスケートで喉が渇くし、暖房の効いた室内でラムネ
が飲まれるという話を聞いての長野進出だった。当時、
長野ではホップの栽培が盛んであり、そのほとんどは
ビール会社が買い占めていた。それまでに祖父秀が本
物のホップを見たことがあったかどうかは定かではな
いが、栽培されている畑を見て、もしかしたらホップが
手に入るかもしれないと希望を持ったのだろう。それ
までノンビアをつくってほしいという依頼に首を縦に
振らなかった秀が、ビアテイストの飲料をつくること
に情熱を燃やすようになるのはそれからのことだ。本
物の材料がここにある。秀が佐久地方に足を踏み入れ
たことが、ホッピーが生まれる大きなきっかけになっ
た。そういう意味で、この地はホッピーのルーツの一つ
といえる。
　軽井沢国際音楽祭に心が動いたのは、その他にもい
くつかの理由がある。ひとつは、この音楽祭が、音楽を
通じた子供たちの情操教育も標榜しており、その点で
も私の心にフィットしたこと。そして、私はかねがね企

業の経営者とオーケストラの指揮者には共通するもの
を感じており、社員のみんなにもオーケストラの音楽
に接する機会を設けたいと思っていた。さらにもうひ
とつ、業界の大先輩から「もうぼちぼち自分の色を出し
たら」と背中を押していただいたこともある。大好きな
クラシック音楽になんらかの形で関わることができた
ら、私のカラーを出せるということになるのではない
か。そんな思いもあった。
　しかしながら、音楽と直接は関係のない業種であり、
第一、身の丈に合うものなのか。大それたこと、出しゃ

ばったことになりはしないかとしばらく思いを巡らせ
ていた。そんな思いをある席で話した時、ある人からこ
んな言葉をいただいた。 「僕たちのこの一杯がそうい
うふうに文化を育てることにつながっていくのなら、
なおさらおいしく飲める。いいことをしてもらった」。
その一言は、私を大いに奮い立たせ、かつ、前に踏み出
す力をくださった。今の時代、安心な飲み物をご提供す
るのは当たり前で、企業としてはその上で社会に貢献
できることを考えなければならない。その方の言葉に、
単に商品を提供することだけではない、メーカーとし
ての使命を教えられた気がした。
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　軽井沢国際音楽祭の準備は３月下旬に始まった。企
画段階から関わらせていただき、お仲間に入れても
らった気分だった。音楽監督からもせっかくホッピー
が入ってくれたんだから何か特色をとご提案をいただ
いた。欧米では夏の時期にサマーコンサートが催され
る。主に屋外で、ワインをいただきながら秋の序章を迎
えつつ音楽に身を委ねるひとときを楽しむ。軽井沢で
もそんなことができたらいいねと、この音楽祭だけの
ホッピーカクテルをつくる話になった。そして、それを
楽しんでいただける時間を作ろうと、ハッピーアワー

コンサートという企画が生まれた。一日の時間の流れ
の中で、どこかのタイミングで音楽を楽しんでいただ
くようなそんなプログラムにしようと、1時間ずつのコ
ンサートを３つ用意することになった。幕あいにカク
テルを楽しんでいただくということだ。
　軽井沢国際音楽祭のお話をいただいたときに、私は
もしかしたらオーケストラの経営学を学べるかもと心
が躍った。実際、音楽家は個人事業主の集まりで、国籍
もそれぞれだし、取り仕切りはすごく大変らしい。彼
らをまとめる音楽監督のご苦労も並大抵ではないと思
う。この際そんなところもどん欲に見聞きし学ばせて

いただければと思っている。といいながらも、当音楽祭
の音楽監督横川晴児さんはNHK交響楽団首席奏者を20
年間務められたというすごい方で、そのお仲間や事務
局の方々の口から出てくる名前はびっくりするような
人たちばかり。ミーハーな話で恐縮だが、啞然としなが
らも今まで憧れていた世界が急に身近になったような
気になり、たちまち一クラシックファンに戻ってしま
う。ブラームスの交響曲第２番はブラ２という業界裏
用語も教わって、さっそく業界通を気取り大いに楽し
んでいる。

　事前の打ち合わせで軽井沢に伺ったとき、峠を越え
町に入った瞬間にドーンと雷が鳴り雨が降り出した。
しかし、大賀ホールについた頃には雨は上がっていた。
そして、その日の帰り道にはダブルレインボーが、大き
なアーチを描いてくれた。以前、祖父の足跡をたどった
信州の旅路でも同じようなことがあった。雷は祝砲と
いわれるが、こうして、ホッピーがきれいな形での里帰
りができたことを、祖父も空の上から喜んでくれてい
るのではないかと思っている。いつか長野にご恩返し
をさせていただきたいと思っていたが、それがこうい
う形で実現できた。私は本当に果報者だと思っている。
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気づけば、いつの間にか夏が過ぎていました。日吉にも9月生が入
学。キャンパスもすっかり秋の気配です。今夏は人生の分岐点で
あったと感じます。これらの本当の意味がわかるのはいつのことか
な。。。その前に明日は決戦だー！（37）
2013年度も残り半分となりました。さらに周りの方に喜んでいただ
けるよう、昨日よりも今日、今日よりも明日、0.1ずつ努力する。そんな
楽しみ方を勉強中です。（Meg）
元気に走っている人のそばにいると、風が感じられて気持ちがい
い。走る人の爽快感すらおすそ分けしてもらっているような気にな
る。自分で走ればもっと気持ちいい。（to）

編集後記

MixMixMixカレンダー

9 月 10 月

『十五夜に、
Mr ホッピーが大変身！？』

『オフの日は、
ホッピーで気持ちもカラダも

リフレッシュ』

まるりゅう白楽店
神奈川県横浜市神奈川区六角橋1-4-4
電話： 045-717-5522 
営業時間： 17:00～01:00（日～木・祝）
 17:00～02:00（金土・祝前日）（年中無休）
お取り扱い商品： ホッピー、黒ホッピー

2014年
10月1日
OPEN! 

ホ ッ ピ ー が 飲 め る! 新 規 オ ー プ ン 店

告 
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10月12日（日）・13日（月）
巣鴨名物どんがら市「ザDONがら」　
会場：巣鴨地蔵通り商店街 すがもん広場
時間：10:00〜17:00
お尻に触ると恋が実る人気のゆるキャラ「すがもん」に
逢えるイベントです。ホッピーの出店も恒例になりまし
た。樽ホッピー・黒樽ホッピーをご用意してお待ちしてお
ります。

10月19日（日）
立教ホームカミングデー　
会場：立教大学池袋キャンパス
時間：10:00〜15:00
毎年恒例の、現役立教生によるパフォーマンスや映画の
試写会などもある楽しいお祭りです。樽ホッピーやオリ
ジナルラベルの地ビールを販売させて頂きます。

10月19日（日）
慶應連合三田会大会　
会場：慶應義塾大学 日吉キャンパス
時間：10:00〜16:00
卒業50年の方々をご招待しての式典、シンポジウム、コ
ンサート、福引抽選会等の多彩なイベントなどもある楽
しいお祭りです。今年も工場直送の樽ホッピー、黒樽
ホッピーとソフトドリンクのガラナをご用意して皆様の
お越しをお待ちしております。

10月21日（火）・22日（水） 
第6回赤坂食べないと飲まナイト　
会場：赤坂2丁目を中心としたエリア
時間：17:00〜翌5:30　※営業時間は店舗によって異なります

この秋の赤坂食べ飲まの開催日が決定しました。今回の
参加店舗は過去最多の49店舗と、ますます拡大。初参
加店も12店で、barも初めて加わります。ご期待ください。


